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　回収数は 390 名（男性 17 名、女性 373 名）であった。学年別では 1 年生 195 名、2 年生 195 名であ
った。表 1 に平均年齢について示し、表 2 に住居形態について示した。表 1 より平均年齢は 1 年生男性
18.29 ± 0.49、女子 19.11 ± 4.22、2 年生男性 20.22 ± 2.22、女性 20.01 ± 5.89 であり、表 2 より自





　朝食摂取状況について図 1 に示す。図 1 より毎日朝食を食べている学生の割合は１年生は 70.4％、2
年生は 66.7％となっており 1，2 年生とも約 7 割を占めた。一方、朝食は食べない学生の割合は 1 年生
が 6.1％、2 年生が 3.1％という結果になった。このことから 1 年生は朝食を毎日食べる割合も多いが、
食べない割合も 2年生の約 2倍になっていることがいえる。
　平成 21 年大学生の食に関する実態・意識調査（内閣府　食育推進室）によると、ほとんど毎日食べ
る 1 年生が 67.1％、2 年生は 60.5％となっており本学の結果はそれより上回っていた。逆にほとんど食
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　図 1　朝食摂取状況
　間食の摂取状況（図 2）についてはほとんど食べないが 1 年生、2 年生 15.8％、15.4％とほぼ同じ割
合だったが週に 1 ～ 2 回未満で見ると 1 年生 56.6％、2 年生 45.1％と差が出ている。1 日 1 回以上は 1
年生が 15.8％、2年生が 19.5％であった。
　内閣府の調査 (2009) ではほとんど食べないまたは週 2 回未満と答えた学生は 1 年 21.5％で 2 年 17.7
％、大井（2012）の調査では 14.9％、樋口ら（2008）の調査では 21.7％となっており本学はそれらと
比較するとかなり上回った。逆に 1 回以上摂取する学生は内閣府の調査 (2009) で 1 年生 51.3％、2 年
生 49.4％、大井（2012）49.4％、樋口ら（2008）64.0％となっており本学はかなり下回っていた。
　図 2　間食の摂取状況
　菓子類をとる頻度は 1，2 年生とも週に 1 ～ 2 回が多く 1 年生 34.2％、2 年生 34.4％であった。次に
多いのは週に 3 ～ 4 回で 1 年生 32.7％、2 年生 29.2％である。1 日 2 回以上という学生も 1，2 年生と
もに 3.1％いるが、ほとんど食べない学生も 1 年生 13.3％、2 年生 13.8％という結果であった。樋口ら
（2008）の調査によると間食摂取が最も多い学生の割合は 1日 1回で 36.9％、次いで週 3～ 4回が 27.2％、
週 1～ 2回が 17.9％であり本学の学生は菓子類を摂る頻度が少ない傾向であった。
　嗜好飲料をとる頻度については週に 1 ～ 2 回と答えた学生の割合が最も多く 1 年生 36.7％、2 年生
44.1％であった。ほとんど摂らないと答えた学生の割合は 1 年生が 23.0％、2 年生が 21.0％であり、1
日 2 回以上と答えた学生の割合は 1 年生が 9.2％であった。これは 2 年生の 4.6％と比較すると 2 倍で
あった。
　インスタント麺の摂取については、ほとんど食べないと回答した学生の割合が 1，2年生ともに最も高
く、それぞれ 70.9％、68.7％であった。次いで、週に 1 ～ 2 回と回答した学生の割合が 1 年生 24.5％、




　図 3 に外食の頻度について示す。外食をほとんどしない学生の割合が最も高く、1 年生 54.1％、2 年
生 39.5％であった。次いで週に 1～ 2回と回答した学生の割合は 1年生 38.8％、2年生 48.2％であった。
　図 3　外食の頻度
　サプリメントや健康食品を摂取する頻度についてはほとんど食べないと答えた学生の割合が最も高
く、1年生 88.3％、2年生 82.1％と 8割以上を占めた。
　栄養バランスの意識について図 4 に示した。おおむね意識している、時々意識していると回答した学
生の割合は、1 年生 46.9％、2 年生 46.7％であった。一方、ほとんど意識していない、あまり意識して
いないと回答した学生の割合は 1 年生 53.0％、2 年生 53.3％であり、1，2 年生ともに同様の結果を示
した。
　図 4　栄養バランスの意識
　現在の食生活の満足度について図 5 に示す。1，2 年生ともに満足しているおよびまあ満足していると
回答した学生の割合が 1 年生 41.5％および 32.8％、2 年生 37.4％および 30.8％であった。一方、やや
不満および不満だと回答した学生の割合は 1 年生 7.7％および 2.1％、2 年生 10.8％および 6.7％であっ
た。内閣府の調査（2009）では食生活に満足していると回答した学生の割合は 1 年生が 10.1％、2 年生
が 11.6％であり、本学学生と比較すると本学学生の割合が高く約 3 ～ 4 倍であった。一方、不満だと回
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　図 5　現在の食生活の満足度












　平均睡眠時間について聞いた学生の割合で 1 番多かったのは 6 ～ 8 時間で 1 年生が 51.3％、2 年生が
55.4％であった。次いで 6 時間未満と回答した学生の割合は 1 年生が 45.6％、2 年生が 41.5％であった。
8 時間以上と回答した学生の割合は 1，2 年生ともに 3.1％であった（図 8）。内閣府の調査 (2009) では
睡眠時間が 6 ～ 8 時間と答えた学生の割合は 1 年生 84.9％、2 年生 78.0％でありそれと比較すると本学
学生は低い数値を示した。逆に 6 時間未満は 1 年生が 11.4％、2 年生が 14.6％で本学学生は高い数値を
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　排便の頻度について図 9 に示す。1，2 年生ともに毎日と答えた学生の割合が最も多く 1 年生で









　情報端末機器の使用時間について図 11 に示す。1，2 年生ともに 3 時間以上が最も多く 1 年生が




あった。1 年生において運動習慣がほぼ毎日と答えた学生の情報端末機器利用時間は 1 時間未満 42.9%、
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1 時間以上 2 時間未満 16.7%、2 時間以上 3 時間未満 11.1%、3 時間以上 4.7% であり、2 年生では 20.0%、
10.5%、5.4%、1.5% の割合を示した。一方、ほとんど運動をしないと答えた 1 年生については情報端末
機器利用時間が 1 時間未満 28.6%、1 時間以上 2 時間未満 41.7%、2 時間以上 3 時間未満 47.2%、3 時間
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　規則正しい生活ができているかについて、わりとできていると回答した学生の割合が 1 年生 44.4％、
2年生で 40.0％であり、できていると回答した学生の割合は 1年生で 16.3％、2年生で 11.8％であった。
一方、あまりできていないと回答した学生の割合が 1 年生で 31.1％、2 年生で 41.5％であり、できてい
ないと回答した学生の割合は 1年生 8.2％、2年生 6.7％であった。
　また、授業中、集中することができるかについては、ときどき集中することができないと答えた学生
が 1 年生が 55.6％、2 年生が 59.5％であり、ほとんど集中することができないと答えた学生は 1 年生で






　図 14 は自覚症状について示したものである。最も多かった症状は 1，2 年生ともに「眠い」であり、
1年生が 142 名、2年生が 143 名であった。次に多かった症状は「よくあくびが出る」で、1年生 111 名、
2 年生 103 名であり、順次、「全体的に疲れやすい」「やる気が起こらない」「朝起きれない」「肩がこる」
などの自覚症状が続いた。
　また、何らかの自覚症状をもつ学生は 1，2 年生ともにそれぞれ 94.9％、96.4％であり、ほとんどの
学生が自覚症状を訴えている。
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５　考察
（１）食生活について
　朝食摂取状況の割合は 1 年生が 70.4％、2 年生は 66.7％となっており 1，2 年生とも約 7 割を占めた。
一方、朝食を食べない学生の割合は 1 年生で 6.1％、2 年生が 3.1％という結果であった。平成 21 年大
学生の食に関する実態・意識調査（内閣府食育推進室）では、ほとんど毎日食べる 1 年生が 67.1％、2
年生は 60.5％となっており、本学の結果はそれより上回っていた。一方、ほとんど食べないと答えた 1







　間食の摂取状況については本学 1，2 年生とも「ほとんど食べない」「週に 1 ～ 2 回」をあわせると 1








　現在の食生活の満足度について満足している学生の割合は 1，2 年生ともに約 4 割を示した。内閣府















8 割を占めている（26 年度 81％、27 年度 82％、28 年度 83％）。夕食を毎日食べる割合も 26 年度 78％、
27 年度 75％、28 年度 80％とほぼ 8 割を占める。これらのことから本学学生は朝食だけでなく昼食、夕
食もしっかり摂取できているといえる。
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（２）生活習慣について
　平均睡眠時間について本学学生は 6～ 8時間が 5割、6時間未満が 4割を占め、8時間以上の睡眠確保
ができる学生は 1，2 年生ともに 3.1％であった。内閣府の調査では 6 ～ 8 時間と答えた 1 年生 84.9％、
2 年生 78.0％であり本学より高い傾向を示した。6 時間未満は 1 年生が 11.4％、2 年生が 14.6％であり
本学学生は睡眠時間が短いことが分かった。
　運動習慣は、ほとんどしないと答えた学生が 1 年生、2 年生とも約 5 割を占めた。ほぼ毎日すると答
えた学生はわずかで 1年生が 8.7％、2年生 3.6％であった。
　情報端末機器の使用時間について 1，2 年生ともに 3 時間以上が最も多く 1 年生が 65.8％、2 年生が
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